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研究要旨

研究目的
１）目的の概要

現在の HIV/AIDS 医療においては、チーム医療
の重要性が強調され、それぞれの専門性を活かしな
がら協働し、支援を行う試みがなされている。その
中で、臨床心理士をはじめとするカウンセラー等に
よる HIV 陽性者への心理的支援もおこなわれつつあ
る。すでにいくつかのレポートや論文で報告されて
いるように、カウンセリングが HIV 陽性者の well 
being のために大きな役割を果たすことは、疑いよ
うがない。

しかしながら、何をもってカウンセリングの効果
があったとするか、どのような手法でその効果を測
定するかについては、これまでは十分な検討がなさ

れてきたとは言い難い。カウンセリングの効果とは、
単に本人（当事者）が意識する主観的な改善の効果
ばかりではなく、心理学的な理解に基づいた、多層
的で広範囲な評価がなされなければならない。HIV
陽性者が抱える心理的テーマがどのようなものであ
るのかを明らかにすると同時に、カウンセリングの
効果とは何を意味するのか、どのような手法でその
効果が測定されうるかについて、より細やかな検討
が必要である。

本研究では、HIV 陽性者のカウンセリングにおい
て、その効果とは何を意味するのか、またその効果
はどのような手法によって測定されうるのかについ
て検討を行い、HIV 陽性者にとってのカウンセリン
グ（心理療法）の意義と効果を実証的に明らかにす

HIV陽性者への心理的支援であるカウンセリング･心理療法を効果的におこなうため、陽性者の心理的テー
マを同定し、それに対応するための心理療法の方法と効果測定手法を選定する。そのために、HIV 陽性者の
心理的支援に関する先行研究のレビューに加え、心理療法およびカウンセリング効果研究デザインでの留意
点について明確にするべく、米国で HIV 陽性者への総合的医療支援をおこなっている精神科医等による講演
会を開催した。そこで得られた知見も取り入れつつ、HIV 陽性者を対象とした試行的カウンセリングとイン
タビュー調査を組み合わせた調査デザインを確定し、カウンセリング担当者やインタビュー担当者の基本を
統制するためのマニュアル等も作成した。

これに基づき、実際に HIV 陽性者を対象に試行的カウンセリングを開始するに至った。効果測定の方法
としては、事前 ･ 事後の比較評価ばかりでなく、そのプロセスも含めて、行動、気分、パーソナリティの諸
側面の変化について多面的に検討するため、カウンセリング担当者による投映描画法、カウンセリングのプ
ロトコル等の評定に加え、査定担当者により、面接の開始前、中期、終了時にインタビュー調査や質問紙調査、
文章完成法、当事者による主観的なアウトカム評価などの多層的なデータを収集した。

現時点で調査は進行中であるが、HIV 陽性者のカウンセリングにおける展開の特徴、カウンセラーと対象
者とのあいだに生じる力動関係、担当者が留意すべきこと等に関する示唆が得られた。

HIV 陽性者の心理的支援の重要性に関する検討
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ることを目的とした。

２）本年度の研究の特徴
昨年度は、慢性疾患の心理療法や研究の経験をも

つ臨床心理士 8 名で、過去 10 年間の国内外の先行
研究（① HIV 陽性者の心理的社会的問題に関連する
研究、②心理療法の効果測定に関連する研究）のレ
ビュー、心理的テーマの査定のための心理検査の検
討、ならびに心理療法の介入効果測定のための指標
の検討をおこなった。

研究 2 年目である本年度は、昨年度の取り組みを
踏まえて、実際に HIV 陽性者の心理的テーマの査定
とカウンセリング・心理療法介入の効果測定のため
の多面的指標の設定と研究デザインを作成した。そ
の上で、実際のカウンセリングの評価につなげるこ
とを目的とし、HIV 陽性者に対する試行的カウンセ
リングを十分な経験をもつ臨床心理士より継続的に
おこない、そのプロセスと効果を評価した。

以下、本年度の研究を、調査デザインの策定段階
まで（研究Ⅰ）と、調査実施以降の段階（研究Ⅱ）
とに分けて記述する。

研究Ⅰ

研究目的Ⅰ　
HIV 陽性者はどのような心理的テーマを抱えてい

るのか、カウンセリングにおいて、その効果とは何
を意味するのか、またその効果はどのような手法に
よって測定されうるのかについて検討を行う。

研究方法Ⅰ
１）研究グループでの活動：カウンセリングの効果
測定調査にまつわる問題点を抽出し、その対処法を
加味した研究デザインを作成するために、先行文献
の検討をおこなうとともに、研究グループで、ブレ
インストーミングとバズ討議を行った。

研究グループのミーティングは、ほぼ月に１回開
催され、それ以外にもメーリングリストによる議論
が頻回におこなわれた。今年度、平成 28 年 4 月 1 日
以降のメーリングリストでの投稿数は、平成 29 年 2
月 10 日現在で 418 本である。

２）講演会の開催：2016 年 8 月 6 日に、HIV に関連
した生殖医療、家族、ライフサイクルを含めた広範
囲なテーマに関する講演会を開催した。講師はデボ

ラ ･ ブッチーノ 博士　(Deborah Buccino, M.D.) とエ
リック ･ プラーカン 博士　(Eric Plakun, M.D.) であ
る。

ブッチーノ博士は、ハーバード大学医学校を卒業
後、ボストン小児病院で研鑽を積んだ後、現在はマ
サチューセッツ州マコニー子ども病院 (MACONY 
Pediatrics) で地域医療の小児科医として、子ども ･
親に関する問題に取り組んでいる。エリック･プラー
カン博士は、E.H. Erikson が活躍した居住型精神科
病院オーステン ･ リッグスセンター (Austen Riggs 
Center)　にて副センター長を務め、精神科医・心理
療法家として、生物学的側面から社会的側面までを
架橋した心理治療をおこない、行動化の激しい難治
例の心理療法の第一人者として、米国で広く知られ
ている。

この講演会では、ブッチーノ博士により、HIV 医
療と精神療法に関する米国での歴史・最新の動向と
ともに、それにまつわる社会的な問題が示された。
プラーカン博士からは、HIV 陽性者においては、エ
リクソンの示したライフサイクル上の複数の「危機」
が重なり合って体験されていること、「喪失」という
ことが陽性者の人生上も心理療法上でもテーマにな
り、とりわけ心理療法の終結という新たな「喪失」
の繰り返しにおいて、十分に留意した対応をすべき
ことが示された。

研究結果Ⅰ　　

１）調査策定における要点
HIV 陽性者においては、抑うつ感や不安、行動化

などが観察されやすい表面上の問題として指摘され
ることが多い。しかしながら、その背景には、本人
にも十分に意識されていない実存的苦悩や性的アイ
デンティティに関わる問題、社会的偏見への恐れな
ど複雑な心理的テーマが存在していることが明らか
となった。心理的支援においては、単なる気分や行
動の変容をめざすばかりではなく、深く実存的なテー
マをもしっかりと考慮したうえで、HIV 陽性者に対
する全体的理解を伴った支援をおこなっていく必要
があろう。

このように、HIV 陽性者の心理的テーマは複雑で
あり、意識から無意識にまで及ぶ複層的な課題があ
るゆえ、力動的 ･ 深層心理学的な心理面接の可能性
が検討されるべきであると結論づけられた。しかし
ながら力動的な心理療法は、その効果を計量的に測
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定することが困難である。心理療法の展開過程やカ
ウンセリング利用者（クライエント）の心理的変容
過程が複雑であることや、何をもって心理療法の効
果とするかの基準の特定が困難であるためである。
また、力動的心理療法の介入は、決まりきったもの
ではなく、そのときそのときに工夫され編み出され
ていくものであり、一律に介入方法を統制すること
も困難である。さらに、そこに HIV 陽性者の心理的
課題の複雑さを加えると、心理療法効果の実証的な
測定は、さらに難しいものとなる。

以上のような問題意識から、本研究では（１）様々
な指標による多層的な評価をおこなう、（２）当事者
の主観やカウンセリングの初期から終結までのプロ
セスをも分析する、こととした。具体的には、それ
ぞれに対応して以下のような測定指標の工夫をおこ
なった。

（１）質問紙法・投映法・インタビューを組み合わせ
たマルチメソッドによる調査

まずは、HIV 陽性者の多面的な心理的課題を捉え
る評価方法の設定が必要であり、感情状態・行動的
側面に加えて、自己イメージや対人関係のパターン
をも含めた指標を設ける。さらに、意識的側面と無
意識的側面の両面を考慮し、心理力動的な理解なら
びに評価を試みることが重要である。そのため、意
識的側面は主に自己記入式の質問紙および自作の
SCT（文章完成法）で測定し、無意識的側面は主に
投映法を用い、さらにインタビュー（半構造化面接）
を通して、調査者との対話を通してカウンセリング
を振り返り、そこでの気づきを深めたり広げたりす
ることによってその効果を測定する。
（２）効果の指標としての対象者の主観の考慮

対象者の主観を考慮するために、まずは、Goal 
based outcomes という評価手法を採用する。これは、
達成度評価の一種であるが、本人が自己の問題解決
のためにもっとも重要なものであると判断するもの、
すなわち、当面の心理的課題を解決していくための
本人にとって relevant なものを特定したうえで、そ
の解決の度合いを評価するものである。当事者が調
査の事前に持っていたカウンセリングに対する期待
や意図の達成度合いについて、当事者の主観的なア
ウトカムの分析である。

また、調査協力者のカウンセリングにおける発話
の変化、および、インタビュー面接調査でのプロト

コルの変化を質的に辿り、本人の主観的体験を知る
ための指標とする。とりわけ、カウンセリングの中
断やドロップアウトがあった場合、そこには本人の
カウンセリングに対する思いや評価、さらにはカウ
ンセリングに伴う心理力動の変化が反映されている
ことが多い。これまでは、中断・ドロップアウト後
のフォロー調査がなされることは殆どなかったが、
本調査ではその心理的意味を捉えるために、できう
るかぎりインタビューすることが重要であると考え
られた。

２）調査策定において工夫された諸点
1. 質問紙のみでなく、投映描画法を用いることで、

本人が意識できる変化に加え、深層心理学的な無
意識領域での変化についての分析も行えるように
した。

2. 感情状態や行動的側面ばかりでなく、当事者の自
己イメージや対人関係のパターンもアセスメント
できるようにした。

3. Goal based outcomes を指標として用いることで、
当事者が調査の事前に持っていたカウンセリング
に対する期待や意図の達成度合いについて、当事
者の主観的なアウトカムの分析を行えるようにし
た。

4. カウンセリングの中断の心理的意味について示唆
を得るために、一定期間ごとに、調査継続の可否
を確認し、継続しない場合にはその理由を問い分
析する機会も設ける。試行的カウンセリングとイ
ンタビュー面接という二重構造の調査を実施し、
多面的評価を行うこととした。

5. 調査終了時に懸念される対象喪失体験に対処する
ため、カウンセリングの他機関での継続も含む
フォローアップについて、担当者と調査協力者と
で話しあう機会を持つこととした。

以上のように、研究Ⅰでは、レビューで見出され
た問題点を加味した研究デザインが策定され、研究
Ⅱへとつながった。
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研究Ⅱ

研究目的Ⅱ
実際に HIV 陽性者への試行的カウンセリングを実

施し、HIV 陽性者の心理的テーマにカウンセリング
がどのような影響を及ぼし、それが陽性者の生きて
行くことに良い意味（効果）を持ちうるのかについ
て検討する。

研究方法Ⅱ
調査を行うために、対象者の募集、面接室のセッ

ティング、面接マニュアルの作成、守秘義務やリス
ク対応等のガイドラインの作成、面接への導入方法
などを、実際の心理面接相談室の運営方法を参考に
しつつ整備した。そのうえで、試行的なカウンセリ
ングとアセスメント調査をおこない、そのプロセス
を研究グループにて検討した。ただし、カウンセリ
ングは経過途中であるので、面接経過に影響を与え
ないよう細心の注意をもっておこなった。

　

１）調査の概要：対象者の選定、研究設備
（１）対象

HIV 陽性者の方で、調査場所に無理なく通える者。
除外基準として、以下の a ～ d の条件を設けた。
a. 未成年の者
b. 同意が得られない者 , もしくは病状などにより十

分な同意能力を持たない者
c. 現在、心理療法を受けている者
d. 現在、精神科受診中で、精神科主治医の同意が得

られない者
なお、性別は問わないとした。

（２）対象者の募集方法
募集用フライヤーを作成し、京都市内の 6 箇所の

拠点病院の診療医ならびに京都近郊の NPO 法人に
協力を要請し、上記該当者に配布を依頼した。調査
への協力は、募集用フライヤーに記載している本研
究用の連絡宛もしくは募集用のホームページの申込
みフォームを通して連絡をしてもらい、調査の日時
を決定した。
（３）研究設備の整備

調査実施のために、実際の心理療法や心理アセス
メントをおこなっているカウンセリングルームの仕
様を参考に、研究設備の整備をおこなった。具体的
には、京都大学大学院教育学研究科臨床心理学教室
にて学外に賃借している施設の使用許可を得、面接

室として整備をおこなった。また、調査協力者との
やりとりのための通信手段の整備等もおこなった。

２）調査デザイン
調査デザインは、試行的カウンセリングとインタ

ビュー面接の２つに大きく分かれる。試行的カウン
セリングとは、対象者に対して継続的なカウンセリ
ングを実施するものである。インタビュー面接とは、
カウンセリングの経過の要所要所において、多面的・
多層的な変化を測定するために、インタビューや質
問紙調査等をおこなうものである。以下に調査デザ
インを詳述する。
（１）面接者と被面接者との関係性を通して当事者の
心的世界とその変容を知るため、実際に試行的カウ
ンセリング（週に 1 回 50 分、6 ヵ月で計 25 回）を
行う。カウンセリングは、同一担当者による力動的・
深層心理学的カウンセリングを実施し、1 クール 3 ヶ
月とし、更新を含めて最長 6 ヵ月計 25 回とする。
（２）当事者の重層的な心的世界を包括的・統合的に
把握するため、投映描画法（バウム・テスト、風景
構成法）を行う。バウム・テストとは、一枚の紙に
一本の実のなる木を描くように教示し、自己像をと
らえる投映描画法である。風景構成法とは、川や山
などの項目を一つずつ教示していき、全体として一
つの風景となるように描いてもらうことによって心
理的空間の構成をみる投映描画法である。
（３）初回、15 回終了後、25 回終了後に、心理的介
入への影響を最小限にするため、別担当者によるイ
ンタビュー面接（半構造化面接）を実施し、質問紙
への回答を求める。

調査の流れは、次頁の図１に示すとおりである。
実施する質問紙は、① DAMS 抑うつ不安尺度 

(Depression and Anxiety Mood Scale)、②自尊感情
尺度、③ SOC 尺度（Sense of coherence scale-13）、
④対象関係尺度（青年期用）、⑤文章完成法（本
調査用に自作）、⑥ Modified Goal based outcomes 
(M-GBO) を用いた。ただし⑥の M-GBO については
カウンセリングの長期的効果を評価してもらうため、
図 1 におけるインタビュー面接①、③の 2 回の施行
とした。また、インタビューでは、M-GBO に関す
る聴取とカウンセリング体験についての感想を尋ね
た。
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３）分析方法
以下の箇条書きのとおり、試行的カウンセリング

のプロセスを分析するとともに、投映描画法・質問
紙への回答を分析し、 それらを総合した形で心理的
支援の効果を評価することとした。
1. 実施前・中・後の質問紙への回答の変化
2. インタビュー面接担当者や試行的カウンセリング

担当者からの聞き取り（カウンセラー側の心理的
体験の語りの分析）

3. 研究協力者の心的体験の語り（インタビュー面接・
試行的カウンセリング）

4. Goal based outcomes の分析。バウム・テストと
風景構成法の縦断的な分析

４）調査実施におけるマニュアルの作成
インタビュー面接・試行カウンセリングの担当者

のある程度の統制として、インタビュー面接のマニュ
アル（具体的な教示を含む）と試行カウンセリング
のマニュアルを作成し、下記のように定めることに
よって外的構造の統制を図った。

【インタビュー面接】
 1. 出迎え・導入の方法
 2. 調査に関する説明と契約
 3. 質問紙等への記入の指示
 4. カウンセリングに対する意識や体験に関する聴

取と Goal based outcomes の手続き

 5. 事務手続き
 6. 試行的カウンセリング初回の日時確認の方法
 7. 継続される場合と中断の場合への対応
 8. 継続もしくは中断の際の事務手続き等
 9. 調査全体の終了の仕方
10. 全般的な注意事項など

【試行的カウンセリング】
 1. 試行的カウンセリングとしての原則
 2. 面接者の基本的な姿勢・技法
 3. 各回での準備物について
 4. 面接の流れ
 5. 部屋の使用や記録の保管に関して
 6. 遅刻・中断などへの対応
 7. 面接の終結について

５）倫理的配慮
調査への参加表明のあった協力者に対して、事前

に説明会を個別に行い、インフォームドコンセント
を取得した。具体的には、本調査の内容、謝礼、リ
スク、調査を中止する権利、プライバシーの保護に
ついて、口頭ならびに文書を用いて説明した。これ
ら全てを了解した協力者に同意書に署名してもらい、
調査の開始とした。また、有害事象の発生に備えて
リスクマニュアルを作成した。調査においては基本
的な心身の状態に最新の配慮を行い、精神的な落ち
込みや混乱が著しい場合にはただちに調査を中止し、

図1　調査の流れ（試行的カウンセリングおよびインタビュー面接）  
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心理的ケアを優先する等を定めた。本研究計画は
2016 年 7 月 6 日、京都大学心の先端研究ユニット研
究倫理審査委員会による倫理審査にて承認を受けた

（申請 ･ 承認番号 27-p-34 ）。

研究結果Ⅱ　　
平成 29 年 2 月現在、調査が継続中であり、最終

的な評価をおこなうには至っていないため、調査の
経過に関して記しておきたい。

現在継続中の 2 事例は、いずれも 40 歳代男性で
ある。1 事例は 8 月に web 申込み、9 月に初回イン
タビュー面接実施。10 月より週 1 回の試行的カウン
セリングを行い、12 月末までに 12 回実施した。も
う 1 事例は、10 月に web 申込み、初回インタビュー
面接を実施。11 月より週 1 回の試行的カウンセリン
グを行い、12 月末までに 4 回実施した。

１）カンウセリングの初期段階での特徴
最終的な評価は、今後の展開を待たねばらないが、

現時点での研究グループ間で議論・共有している印
象を記しておきたい。

まず、いずれの事例においても一般的な事例と比
べて、カウンセリング場面で自己開示することへの
懸念が大きいという印象である。そのため、カウン
セラーとの関係のとり方が揺れ動くことが多く不安
定になりがちである。関係のあり方を調整したり確
認したりするために、クライエントが、一般の事例
以上に苦心していることがわかった。もちろんこれ
は、今回のカウンセリングは、あくまでも調査とい
う枠組みにおけるものであるという特殊性に関係し
て出てきているとも言えるかもしれないが、それを
差し引いたとしても、そのような特徴があることが
認められる。

こうした関係性の揺れは、対人関係における基本
的信頼感が持てないこと、あるいは「チャム的関係」
の築き難さがあると推測される。基本的信頼感があ
る場合は、対人関係の場面において、他者と一定の
距離をとりつつも、安定して親密な関係を築くこと
ができる。基本的信頼感がもてない場合は、相手と
共に在ることに対して不安をもち、極端に距離をもっ
た関係であるか、もしくは、極端に距離を縮めた関
係という両極に陥りがちである。また、「チャム的関
係」というのは、精神科医の H.S. Sullivan が提唱し
た概念であるが、これは、児童期から思春期への移

行上において、同性の友人と親密な関係を築き、お
互いが相手を信頼し、相手のあり方を心理的に取り
入れ、同一化していくことで、自らのアイデンティ
ティを確立していくうえで、重要なものとしたもの
である。このチャム的な関係が十分に築けなければ、
同年代の集団からの疎外感を感じたり、社会的集団
の中での自己の位置づけに対して混乱が生じたりす
ると言われている。

２）心理的支援で重要なこと
上記のような対人関係における不安さを意識した

うえで、カウンセリングの成否に関わる点としては、
カウンセラーとの親密な感情交流を持てるかどうか
が、導入期できわめて重要だと考えられる。親密な
感情交流とは、安心して共にいられることと深く関
わっている。カウンセリングにおける転移関係を考
えるならば、カウンセリングの支援者の側が、安定
して共にいられるような、内面的な仕事をおこなわ
ねばならない可能性もある。すなわち、関係性に関
して問いかけるために、行動化や攻撃、関係の軽視・
拒否などが、カウンセリング関係の中で繰り返され
ることが予想されるが、その中をカウンセラーが生
き延びていくことが何より大切である。自分の専門
性に疑問をいだき、過剰なサービスをしてしまった
り、あるいはカウンセラーの自己愛が傷つき、カウ
ンセラーのほうが退却してしまったりするのではな
く、また、怒りや嫌悪感を感じてしまうのでもなく、
暖かで親密な感情的交流を築き維持することが、一
般的な事例以上に求められる。

HIV 陽性者のクライエントの基本的信頼感の希薄
さ、チャム的関係の築きにくさは、まさに HIV を抱
えて生きるという課題と関連しているともいえる。
こうした対人関係のベースを築けるかどうかという
ことが、カウンセリングが変容の場として機能する
かどうかの前提に関わっているといえる。

また、自己のアイデンティティと他者への基本的
信頼感の揺らぎが、必要な心理的支援へのアクセス
を躊躇させている可能が大きいと推測される。この
点からも、カウンセリングに関する情報の提供をお
こなうとともに、トータルな治療環境の一環として
カウンセリングを位置づけ、当事者へ説明すること
が望まれるであろう。
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結 論　
今年度の研究では、HIV 陽性者の心理的テーマを

同定し、それに対応するための心理療法の方法、お
よび、心理療法の効果測定の手法を選定し、そのた
めの調査デザインを確定した。そのうえで、実際に
HIV 陽性者を対象に試行的カウンセリングを開始し
た。現時点では、まだ十分に調査対象者が集まって
おらず、また、調査事例も経過の途中であり、確定
した結論は示せていない。しかしながら、研究グルー
プメンバーの普段のカウンセリング・心理療法の経
験と重ね合わせることで、HIV 陽性者の心理的支援
において重要となってくる事柄、それに対する支援
者の心構えなどに関して、その端緒が示せた。
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